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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿沼市自然体験交流センター

　　　野外活動を楽しく行えるよう、事前の確認・打ち合わせ等をしっかり行いましょう。　　　　　　　　　
１、　安全に活動をするために
（1） 考えられる危険を想定して、その対策をきちんと考えましょう。
（2） 万が一のことを想定して対策をねっておくとともに、引率者（保護者を含む）との共通理解を図りましょう。
（3） 参加者には「自分の身の安全は、自分で守る」とい姿勢で、「すべての活動において、自己責任で臨む」ということを意識させましょう。
（4） 参加者が未成年の場合は、保護者に活動の趣旨、内容といったものをきちんと伝えたうえで参加してもらいましょう。

２、　参加者自身に安全対策に対する意識をもたせましょう
　　　　野外での活動は、実体験をとおして、さまざまなことを自然に身に付けることのできる絶好の機会です。「危険だからやめなさい！」というではなく、参加者自身で物事を考えることのできるような機会をつくってあげるよう心がけましょう。そして、自分の身を自分で守るという意識を高めさせるような関わりをもつようにしましょう。
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３、　さまざまな危険
（1） 動植物が原因

　　　　　　・毒ヘビ・・・・７月から秋にかけて多い。症状は出血・腫れ・壊死と全身に症状
（マムシ）　　が現れる。噛まれたら、毒を絞り出し早く血清のある病院に運ぶ。
　　　　 ・ハチ・・・・・・・６月から９月に多い。２度目の人はショック症状を起こすこ

（スズメバチ）　とがあり重症化しやすいので早く医療機関に搬送する。予防と
　　　　　　　　　　　　　　して、服装は白っぽいものにする。帽子をかぶる。花の香りの

する石鹸や香水は避ける。
・ウルシ・・肌の敏感な人は近づいただけでもかぶれる。事前にウルシの木がわか

るようにしておくとよい。山に入るときは長袖、長ズボンにする。
触ってしまったらすぐに石鹸で洗い落とす。
・ヤマビル・・・・５月から１０月にかけて被害がある。吸われたら無理にはがさない。火・サロンパス・塩などではがれる。

・その他（ムカデ・毒キノコ・毒草など）

（2） 気象条件・・・天候の急変　落雷　強風　火災　台風　洪水　風雪　高温多湿など
（3） 地形的条件・・・転落　落石　急斜面　岩場　やせ尾根　狭い山頂　など

（4） 水的条件・・・水温　水深　水流　低体温　など
（5） 活動技術・・・道に迷う　転ぶ　落ちる　くじく　溺れる　など

（6）用具の操作技術・・・切り傷 やけど 刺し傷 爆発 一酸化炭素中毒　など
（７）疲労や心理的要因・・・判断ミス　パニック　過度の興奮　ふざけ　など
（８）心身の健康状態と衛生管理・・発熱 生理痛 便秘 下痢 食生活 精神的不安など
（９）指導者側の過失・・無理な計画 下見の未実施 未熟な指導引率者の共通理解不足　
（１０）その他の危険・・・移動の際の交通手段
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　　　　～事前～
（1） 綿密な計画立案・安全配慮の確認
（2） 交流センター職員との打ち合わせと下見の実施

～救急体制及び連絡方法の確認・危険箇所の把握～
（3） 計画の再点検と確認
（4） 参加者及び保護者への事前説明会の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　～事中～　　　　
（1） 気象状況の把握及び危険箇所の現状確認（天候状況・崖・川の状態等）

（2） 移動の際の安全管理に気を配る
（3） 参加者の人数及び健康状態の把握・心身両面で配慮が必要な者の把握
（4） 引率者の的確な配置と円滑な連絡体制を整える
（5） 指導者自身の安全管理と健康管理も忘れない
（6） 時間に余裕をもって、緊急時にも冷静に判断できる体制で臨みましょう
5、  緊急時の対応及び応急処置
～緊急時～
（1） 冷静に判断し無理はせず、自分自身や周りの人達の安全管理も忘れない

（2） 周囲の状況・事故者の様子を把握し、ただちに何をすべきか判断し行動に移す
（3） 関係者及びセンターへの連絡は、冷静に行い、状況によっては指示を仰ぐ
～応急処置～　　　
　引率者（保護者を含む）や、参加者にも、年齢に応じて、自分自身あるいは相互に応急処置ができるように指導しておくとよいでしょう。
軽い症状で対応が可能なもの以外は、あくまで医師の治療を受けるまでの応急処置と心得ておいてください。対応に悩むときは、必ず医師の診断を仰いでください。
6、 保健室の利用について
　　　　病人やけが人が出た場合、センター職員に声をかけてください。
※8時３０分～5時・・・センター養護係・もしくはセンター職員が対応し、保健室で応急手当、連絡調整等を行います。

※上記以外の時間（夜間・早朝）・・・宿直の指導主事が対応しこれにあたります。

（１）内服薬は保護者の了解のもとに提供します。原則与えません。
（２）べッドでの休養は１時間を限度とします。　

（３）利用した際は、必要事項を『保健室利用の記録』に記入していただきます。

※最終的な判断は（帰宅・医療機関受診）引率者の方のほうで決めていただきます。　
※医療機関への移送は、原則的に保護者の同意のもと、状況に応じてセンター職員と引率者で行います。
７、　センターにおける救急体制

救急車を呼ぶ

医療機関への移送
　
（センター職員・引率者）
　　　　　　


保護者と家に帰る
事故発生





保健室


応急手当・保護者への連絡・医療機関への連絡等をセンター養護係・職員・引率者がおこなう。





発見者からの連絡





最終的には、保護者・引率者が判断する





野外活動中の安全対策
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